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こ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
、
今
後
の
山
火
事

跡
地
の
復
旧
及
び
山
火
事
防
止
の
普
及
啓
発

を
含
む
白
馬
岳
の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て
、

関
係
行
政
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り

組
む
こ
と
を
署
長
が
表
明
し
、
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

 

［
企
画
調
整
室
］
十
一
月
十
二
日
〜
十
三
日
、

森
林
管
理
局
等
に
お
い
て
署
長
等
会
議
が
開

催
さ
れ
、
十
月
に
開
催
さ
れ
た
局
長
会
議
、

事
業
担
当
部
長
会
議
の
内
容
を
踏
ま
え
た
指

示
が
伝
達
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
年
度
の
業

務
運
営
に
関
す
る
指
示
、
打
合
せ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

全
体
会
議
は
、
局
庁
舎
の
耐
震
工
事
の
関

係
か
ら
、
外
部
の
若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で

実
施
さ
れ
、
冒
頭
、
城
土
局
長
及
び
竹
林
次

 

［
中
信
署
］
十
一
月
二
十
七
日
、
白
馬
岳
山
火

事
跡
地
調
査
の
最
終
報
告
会
が
中
信
森
林
管

理
署
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調

査
は
、
本
年
五
月
に
、「
花
の
名
山
」
と
し
て

知
ら
れ
る
白
馬
岳
小
雪
渓
上
部
の
高
山
帯
に

お
い
て
山
火
事
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
自

然
環
境
へ
の
影
響
等
を
総
合
的
に
調
査
す
る

た
め
、
中
信
森
林
管
理
署
が
信
州
大
学
山
岳

科
学
総
合
研
究
所
に
委
託
し
て
調
査
を
し
た

も
の
で
す
。

　

植
生
回
復
状
況
に
つ
い
て
は
、
高
橋
准
教

授
か
ら
「
草
本
群
落
で
は
山
火
事
の
ダ
メ
ー

ジ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
燃
え
た
ハ
イ
マ
ツ

群
落
は
枯
死
し
て
お
り
、
林
床
植
生
も
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ハ
イ
マ
ツ
群
落
の

焼
失
面
積
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
た

め
、
山
火
事
の
生
態
系
へ
の
影
響
は
限
定
的

で
あ
り
、
今
後
は
焼
失
し
た
ハ
イ
マ
ツ
群
落

が
ど
の
よ
う
に
回
復
し
て
い
く
か
を
観
察
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
地
形
・
地
質
に
つ
い
て
は
、
苅

谷
教
授
か
ら
「
今
後
の
地
形
変
化
予
測
と
し

て
、
短
期
的
に
は
、
特
に
問
題
視
す
る
必
要

は
な
く
、
中
期
的
（
次
シ
ー
ズ
ン
以
降
）
に

は
、
ハ
イ
マ
ツ
群
落
が
回
復
せ
ず
に
枯
死
す

る
こ
と
で
裸
地
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
登
山
道
へ
の
土
砂
流
出
は
、

山
火
事
跡
地
内
に
土
砂
が
存
在
し
な
い
こ
と
、

山
火
事
跡
地
と
登
山
道
と
の
間
に
川
が
あ
り
、

発
生
し
た
と
し
て
も
そ
こ
で
土
砂
が
吸
収
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
問
題
視
す
る
必
要
は
な
い
」
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
山
蝶
に
つ
い
て
は
、
中
村
寛
志
教

授
か
ら
「
白
馬
岳
山
火
事
に
よ
り
延
焼
地
域
内

に
生
息
し
て
い
た
高
山
蝶
の
ベ
ニ
ヒ
カ
ゲ
と
ク

モ
マ
ベ
ニ
ヒ
カ
ゲ
の
幼
虫
、
卵
は
ほ
と
ん
ど
焼

死
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
の
調
査
か

ら
、
食
草
（
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
・
ス
ゲ
類
）
の
生

育
及
び
成
虫
の
山
火
事
区
域
外
か
ら
の
移
入
を

確
認
し
た
こ
と
か
ら
、
山
火
事
区
域
内
で
再
び

生
息
し
、
個
体
数
は
回
復
す
る
と
推
測
さ
れ

る
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、 

ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
つ
い
て
は
、
中
村

浩
志
教
授
か
ら
「
火
災
に
よ
る
被
災
地
の
面
積

は
わ
ず
か
で
あ
り
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
餌
と
す
る

高
山
植
物
（
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
、
ミ
ネ
ズ
オ
ウ
、

オ
ヤ
マ
ノ
エ
ン
ド
ウ
）
へ
の
影
響
は
わ
ず
か
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
被
災
地
内
で
採
食
と
な
わ
ば

り
見
張
り
行
動
が
観
察
さ
れ
、
被
災
地
を
含
む

な
わ
ば
り
行
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

被
災
地
周
辺
の
な
わ
ば
り
分
布
は
、
過
去
の
調

査
結
果
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
や
五
月
上
旬
と
時
期
が
早
か
っ
た
こ
と
も
幸

い
し
、
今
回
の
山
火
事
に
よ
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
へ

の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
時
期
が
進
ん
だ
段
階
で
山
火
事
が
起
き
た

場
合
は
、
影
響
が
で
る
可
能
性
が
高
く
、
北
ア

ル
プ
ス
北
部
は
、
枯
草
群
落
が
広
く
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

長
か
ら
①
冬
季
作
業
に
向
け
た
安
全
対
策
の
再

確
認
、
②
国
有
林
野
事
業
改
革
を
め
ぐ
る
諸
情

勢
、
③
農
林
水
産
省
改
革
、
④
収
入
確
保
・
予

算
執
行
の
取
組
、
⑤
平
成
二
十
二
年
度
林
野
庁

概
算
要
求
、
⑥
森
林
・
林
業
再
生
の
推
進
、
⑦

山
地
災
害
発
生
時
の
民
有
林
と
の
連
携
、
⑧

フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
、
⑨
綱
紀
の
粛
正

等
に
つ
い
て
訓
辞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
各
部
長
か
ら
は
、
事
業
実
行
に
当

た
っ
て
の
具
体
的
な
取
組
、
注
意
事
項
に
つ
い

て
指
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
の
会
議
で
は
、
新
政
権
下
で
の
予

算
編
成
な
ど
、
従
前
と
は
異
な
る
諸
情
勢
を
踏

ま
え
つ
つ
、
①
地
域
住
民
に
国
有
林
が
果
た
し

て
い
る
役
割
等
を
理
解
し
て
も
ら
う
取
組
、
②

地
域
の
林
業
の
課
題
に
応
え
、
関
係
機
関
と
協

力
し
て
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
取
組
等
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
、
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

署長会議の様子

白馬岳山火事跡地調査の最終報告会の様子

白
馬
岳
山
火
事
跡
地
調
査
報
告
会
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［
森
林
整
備
課
］
十
一
月
九
日
、
中
部
局
に
お

い
て
も
低
コ
ス
ト
造
林
を
推
進
す
る
た
め
昨
今

注
目
を
集
め
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
苗
を
主
要
な

テ
ー
マ
と
し
て
造
林
事
業
現
地
検
討
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
会
場
で
あ
る
中
信
森
林

管
理
署
金
松
寺
山
国
有
林
に
、
育
成
係
長
等
の

造
林
担
当
者
の
ほ
か
種
苗
組
合
関
係
者
や
県
職

員
な
ど
約
四
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
植
付
作
業
の
負
担
軽
減
や

良
好
な
初
期
生
長
に
よ
り
下
刈
等
作
業
の
省
力

化
が
期
待
で
き
、
苗
畑
で
生
産
し
た
苗
木
よ
り

も
根
元
径
が
細
く
苗
長
も
長
い
と
い
う
特
徴
が

あ
る
た
め
、
日
頃
苗
木
を
見
な
れ
た
参
加
者
も

初
め
は
戸
惑
い
を
感
じ
ら
れ
た
方
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

し
か
し
、
根
の
部
分
を
ほ
ぐ
し
て
観
察
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
細
か
い
根
が
び
っ
し
り
生
え
た

良
い
苗
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、「
数
回
根
切

り
を
繰
り
返
し
て
い
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な
苗

木
は
作
れ
な
い
」
等
、
苗
木
生
産
者
か
ら
驚
き

の
声
も
き
か
れ
ま
し
た
。
苗
の
様
子
等
を
観
察

し
た
後
、
署
の
育
成
係
長
等
が
中
心
と
な
っ
て

宮
城
式
植
栽
器
具
や
唐
鍬
を
用
い
て
ス
ギ
・
カ

ラ
マ
ツ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
百
本
程
度
を
植
付
ま
し

た
。
作
業
と
し
て
は
簡
便
な
が
ら
、
実
際
に
活

着
が
良
い
か
ど
う
か
、
苗
木
の
運
搬
方
法
や
保

管
方
法
な
ど
意
見
が
だ
さ
れ
、
今
後
実
践
に
向

け
た
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

今
回
、
視
点
の
異
な
る
立
場
か
ら
様
々
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
活
か
し
、
引
き
続

き
中
部
局
と
し
て
の
低
コ
ス
ト
造
林
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
木
曽
署
・
南
木
曽
支
署
］
十
二
月
一
日
、
木

曽
地
方
事
務
所
林
務
課
及
び
木
曽
署
、
南
木
曽

支
署
の
関
係
者
が
参
加
し
、
現
地
検
討
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
民
有
林
・
国
有
林
の
現
地
を
把
握

す
る
な
か
で
、
双
方
の
取
組
や
課
題
等
を
共
有

し
な
が
ら
連
携
を
深
め
る
た
め
例
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
王
滝
村
の
国
有
林
内
で
、
長
野
県

西
部
地
震
被
災
地
の
復
旧
状
況
や
天
然
更
新
施

業
の
状
況
等
を
視
察
し
、
天
然
更
新
箇
所
で
は

稚
樹
の
発
生
状
況
等
か
ら
更
新
が
進
ん
で
い
る

様
子
に
感
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
地
検
討
会
後
、
場
所
を
木
曽
署
へ
移
し
、

民
国
連
携
事
業
の
推
進
や
獣
害
防
除
対
策
、
林

業
事
業
体
の
育
成
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行

い
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
検
討
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
う
い
っ
た
取
組
に
よ
り
民
有
林
・

国
有
林
そ
れ
ぞ
れ
の
現
地
を
把
握
す
る
中
で
、

密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
木
曽
谷
林
業
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

［
岐
阜
署
］
十
一
月
四
〜
五
日
、
東
京
都
に
お

い
て
第
四
十
九
回
治
山
研
究
発
表
会
が
開
催
さ

れ
、
各
局
、
各
県
及
び
民
間
か
ら
四
セ
ク
シ
ョ

ン
に
分
か
れ
計
五
十
課
題
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

中
部
局
で
は
当
署
か
ら
、
斜
面
・
渓
流
対
策

等
の
取
組
部
門
に
「
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
を
用
い

た
治
山
ダ
ム
の
構
築
」（
板
取
川
治
山
事
業
所
）

を
発
表
し
ま
し
た
。

  

表
彰
式
で
の
講
評
で
は
、
二
年
間
に
亘
る

様
々
な
デ
ー
タ
の
集
積
と
そ
の
分
析
が
評
価
さ

れ
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

コンテナ苗の説明

現地検討会の様子

表彰状を手に森課長と山田主任

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

治
山
研
究
発
表
会
で

　
　
　
　
　

優
秀
賞
を
受
賞

林
政
協
議
会
木
曽
谷
流
域
部
会
で

現
地
検
討
会
を
開
催

造
林
事
業
現
地
検
討
会


